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下
呂
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
の
６
年
を
計
画
期
間
と
し
て
「
第

２
期
下
呂
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
取
り
巻
く
環
境
は

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
国
で
は
、
障
が

い
者
制
度
の
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や

障
害
者
基
本
法
な
ど
障
が
い
者
施
策
の
柱

と
な
る
法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

平
成
25
年
６
月
に
は
障
害
者
差
別
解
消
法

が
制
定
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
な
ど
に
つ

第
２
期
下
呂
市
障
が
い
者

　
　
　
　

  

福
祉
計
画
を
策
定

い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

人
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
「
第
２
期
下
呂
市
障
が
い
者
福
祉

計
画
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
誰
も
が
安
心
し
て
自
ら

希
望
す
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
障
が
い
福
祉
施
策
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　【
福
祉
部
・
社
会
福
祉
課
】

１. 生活支援
　(1) 相談支援体制の構築、充実
　(2) 在宅サービス等の充実とサービスの質の向上
　(3) ボランティア活動等の推進

５. 生活環境
　(1) 住宅の確保
　(2) 公共交通機関のバリアフリー化の推進
　(3) 公共施設のバリアフリー化の推進
　(4) 障がい者に配慮したまちづくりの総合的な推進

2. 保健・医療
　(1) 障がいの原因となる疾病等の予防
　(2) 保健・医療の充実と福祉との連携
　(3) 精神保健・医療の提供等
　(4) 難病患者等への対応の充実・支援

６. 情報、広報・啓発
　(1) 広報・啓発活動の推進
　(2) 意思疎通支援の充実

3. 教育、文化芸術活動・スポーツ等
　(1) インクルーシブ教育※システムの構築
　(2) 教育環境の整備
　(3) 文化芸術活動・スポーツ等の振興

７. 安全・安心
　(1) 防災防犯対策の推進

4. 雇用・就業の支援
　(1) 障がい者雇用の促進
　(2) 総合的な就労支援

８. 差別の解消及び権利擁護の推進
　(1) 障がいを理由とする差別の解消の推進
　(2) 権利擁護の推進

※インクルーシブ教育……障がいのある児童生徒が共に同じ場で教育を受けられるよう配慮した教育

障がいがある人も、障がいがない人も、
市民誰もが地域で共に自立して生活す
るために、市民一人一人がふれあいと
ゆとりのある福祉のまちづくりに参加
し、人格と個性を尊重し合いながら、
生き生きとした個性豊かなまちづくり
を進めます。

・住み慣れた地域社会での様々な生活の支援
・障がいを理由とする生活のしづらさの解消

下呂市障がい者福祉計画の体系
　　　　【基本理念】

【基本目標】

【基本施策】
次の８項目を基本施策として推進します

【第４期下呂市障がい福祉計画】
　平成 27 年度から平成 29 年度の３年を計画期間として「第４期下呂市障がい福祉計画」を策定しました。
障がい福祉サービスの種類ごとに、必要なサービス量の見込み、及びその確保のための方策などを示して
います。第２期障がい者福祉計画と一体となって障がい福祉サービスの充実に努めます。
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【
特
別
委
員
会
】

◆
濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

◎
二
村
勝
己
、
○
田
中
副
武
、
今

井
美
好
、
伊
藤
嚴
悟
、
中
島
達
也

◆
議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
中
島
達
也
、
○
服
部
秀
洋

（
議
長
を
除
く
14
名
）

◆
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

◎
吾
郷
孝
枝
、
○
山
川
博
己
、
今

井
政
嘉
、
各
務
吉
則
、
中
島
新
吾

◆
予
算
特
別
委
員
会

◎
山
川
博
己
、
○
今
井
政
良

（
議
長
を
除
く
14
名
）

◆
決
算
特
別
委
員
会　

◎
服
部
秀
洋
、
○
田
中
副
武

（
議
長
を
除
く
14
名
）

◆
庁
舎
・
振
興
事
務
所
整
備
、
旧
下
呂

温
泉
病
院
跡
地
活
用
検
討
特
別
委
員
会

◎
伊
藤
嚴
悟
、
○
今
井
政
良

（
議
長
を
除
く
14
名
）

市議会の役員改選
　

5
月
11
日
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
会
の
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
議
長
に
中
島
博
隆
議
員
、
副
議
長
に
各

務
吉
則
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
◎
が
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

【
議
会
事
務
局
】

前
行
政
相
談
委
員
に
感
謝
状

　

行
政
相

談
委
員
を

退
任
さ
れ

た
小
林
清

孝
さ
ん

（
馬
瀬
中

切
）
に
、

総
務
省
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
行
政
相
談
委
員

と
し
て
平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成

27
年
３
月
ま
で
の
３
期
６
年
を
務

め
ら
れ
、
市
民
の
苦
情
の
解
決
や

行
政
運
営
の
改
善
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
　【
総
務
部
・
総
務
課
】

当選回数　３回

歴　任
副議長

（H25.5 〜 H26.5）

産業経済常任委員長
（H24.5 〜 H25.5）

下呂市監査委員
（H21.5. 〜 H24.4）など

当選回数　２回

歴　任
 産業経済常任委員長
（H26.5 ～ H27.5）

議会運営委員長
（H25.5 〜 H26.5）

総務教育民生常任委員長
 （H24.5 〜 H25.5）など

中島博隆議長（62歳）各務吉則副議長（66歳）

　

行
政
相
談
委
員
に
次
の
５
名
の

方
が
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

・
大
島　

晃
司
さ
ん
（
金
山
地
域
）

・
今
井　

孝
幸
さ
ん
（
下
呂
地
域
）

・
山
中　

友
明
さ
ん
（
小
坂
地
域
）

・
小
林
加
壽
子
さ
ん
（
萩
原
地
域
）

・
無
笹　

悦
臣
さ
ん
（
馬
瀬
地
域
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
相
談
日

は
、
下
呂
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

発
行
す
る
「
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
電
話

や
手
紙
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度

　  

下
呂
市
連
合
自
治
会
役
員

春の褒章受章者
市内から１名の方が受章されました。

おめでとうございます。

★旭日双光章
　【地方自治功労】
　　下谷　好弘さん
　　（87 歳・馬瀬数河）

【
常
任
委
員
会
】

◆
総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
一
木
良
一
、
○
田
中
副
武
、
今
井
政
良
、
今
井
美
好
、

　

中
島
博
隆
、
服
部
秀
洋
、
中
島
新
吾

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

◎
今
井
政
嘉
、
○
吾
郷
孝
枝
、
各
務
吉
則
、
山
川
博
己
、

　

伊
藤
嚴
悟
、
中
島
達
也
、
中
野
憲
太
郎
、
二
村
勝
己

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
中
野
憲
太
郎
、
○
中
島
新
吾
、
今
井
政
嘉
、
伊
藤
嚴
悟
、

　

一
木
良
一
、
服
部
秀
洋
、
中
島
達
也

　

今
年
度
の
下
呂
市
連
合
自
治

会
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。
行
政

と
市
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
お

世
話
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
田
口
盾
男
（
下
呂
）、
山
口
隆

士
（
金
山
）、小
林
美
彦
（
萩
原
）、

森
本
重
俊
（
小
坂
）、中
川
誠
（
馬

瀬
）

（
敬
称
略
、
◎
が
会
長
、
〇
が
副
会
長
）

　
　【
経
営
理
部
・
地
域
振
興
課
】

★藍綬褒章【消防功績】
　　大森　章弘さん
　　（55 歳・小坂町大垣内）
昭和 55 年に小坂町消防団に入
団し、平成 26 年度からは下呂
市消防団長を務められていま
す。特に防火活動や団員確保
に力を注ぎ、市民の安全のた
めにご尽力されています。

春の叙勲受章者

★瑞宝双光章
　【学校保健功労】
　　家里　進さん
　　（83 歳・小坂町大島）

市内から 2 名の方が受章されました。
おめでとうございます。

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱


